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官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
増
や
す
な

【
問
】
①
区
は
職
員
削
減
を
続
け
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
を
増
や
し
た
。

若
者
の
未
来
を
閉
ざ
し
て
き
た
行
財

政
運
営
に
責
任
を
感
じ
な
い
か
。

　

ま
た
②
図
書
館
の
指
定
管
理
者
制

度
を
即
時
中
止
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
①
非
常
勤
職
員
の
雇

用
等
は
、
今
後
も
行
政
改
革
の
柱
と

し
て
適
切
に
運
用
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

若
者
に
つ
い
て
は
、
毎
年
23
区
最

大
規
模
の
新
規
採
用
を
行
っ
て
き
た
。

【
生
涯
学
習
】
②
地
域
図
書
館
�2
館

で
の
制
度
中
止
の
考
え
は
な
い
。

【
土
木
】
現
在
、
千
住
地
域
に
お
い

て
下
水
道
管
再
構
築
事
業
が
進
み
、

千
住
関
屋
ポ
ン
プ
所
の
建
設
事
業
に

着
手
す
る
等
、
雨
水
処
理
能
力
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

同
ポ
ン
プ
所
建
設
事
業
に
つ
い
て

は
、
来
年
早
々
の
工
事
契
約
後
に
地

元
住
民
に
説
明
を
行
う
予
定
で
あ
る
。

区
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
都
下
水
道

局
に
対
し
安
全
対
策
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
騒
音
・
振
動
等
の
生
活
環

境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
よ
う
、

強
く
申
し
入
れ
を
し
て
い
く
。

駅
前
滞
留
者
の
帰
宅
支
援
策
を
問
う

【
問
】
昨
年
１
月
、
全
国
初
の
駅
前

滞
留
者
対
策
訓
練
が
北
千
住
駅
で
行

わ
れ
た
が
、
今
後
の
計
画
等
を
伺
う
。

【
危
機
管
理
】
駅
前
滞
留
者
を
誘
導

す
る
た
め
の
「
北
千
住
ル
ー
ル
」
を

昨
年
度
に
策
定
し
、
帰
宅
支
援
マ
ッ

プ
や
水
・
食
糧
を
旧
十
六
中
か
ら
誘

導
先
の
学
び
ピ
ア
１
階
に
移
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
度
に
情
報
集
約
訓
練

を
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
帝
京
科
学
大
学
等
、
広

く
区
内
の
大
学
生
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
を
呼
び
か
け
、
災
害
時
の
マ
ン

パ
ワ
ー
確
保
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

日
本
共
産
党

　

伊
藤　

和
彦　

議
員

日
本
共
産
党

　

鈴
木　
け
ん
い
ち　

議
員

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　

駐
輪
場
整
備
を

新
田
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

民
主
党

　

お
ぐ
ら 

修
平　

議
員

民
主
党

　

長
谷
川　
た
か
こ　

議
員

待
機
児
の
早
急
な
解
消
、
保
育
所
の

増
設
を

【
問
】
認
可
保
育
園
の
増
設
を
進
め

よ
。
認
証
保
育
所
設
置
は
、
区
有
地

貸
与
に
保
証
金
・
権
利
金
を
免
除
・

軽
減
等
し
支
援
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

【
子
ど
も
】
認
可
保
育
園
の
増
設
は
、

国
の
動
向
等
を
注
視
し
、
大
規
模
再

開
発
に
併
せ
た
民
設
民
営
の
誘
致
等

で
進
め
た
い
。

　

保
証
金
は
そ
の
性
格
上
、
免
除
・

軽
減
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
権
利
金

の
軽
減
等
は
考
え
て
い
な
い
。

住
民
合
意
な
き
学
校
統
廃
合
は
反
対

【
問
】
小
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
の
実
現
に
向
け
て
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
に
は
「
最
も
よ
い
解
決
策

を
検
討
す
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
ほ

ど
急
激
に
、
現
場
の
声
も
聞
か
ず
、

子
ど
も
た
ち
を
ち
り
ぢ
り
に
す
る
こ

と
が
最
善
の
解
決
策
と
い
え
る
の
か
。

　

ま
た
、
人
口
増
の
中
、
計
画
自
体

を
見
直
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
教
育
長
】
保
護
者
会
等
で
説
明
を

行
っ
て
き
た
が
、
今
後
も
、
地
域
や

保
護
者
と
の
協
議
を
進
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
数
は
、
ほ
ぼ

横
ば
い
で
あ
る
。
学
区
域
内
の
居
住

人
数
等
を
詳
細
に
分
析
し
な
が
ら
、

適
正
規
模
化
を
推
進
し
て
い
く
。

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア

ホ
ー
ム
の
増
設
を
求
め
る

【
問
】
都
へ
補
助
基
準
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
と
と
も
に
、
区
も
補
助
制

度
を
作
り
支
援
す
る
こ
と
。

　

ま
た
、
身
体
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
置
等
は
、
必
要
経
費
に

見
合
う
補
助
基
準
と
し
、
障
が
い
福

祉
計
画
に
増
設
を
加
え
る
こ
と
。

【
福
祉
】
都
の
補
助
上
限
額
に
つ
い

て
は
、
要
望
も
検
討
す
る
が
、
区
の

補
助
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
が
い
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
補
助
基
準
は
、
都
の
動
向

を
見
て
い
く
と
と
も
に
、
設
置
等
の

目
標
値
は
、
今
後
別
途
設
定
す
る
。

生
活
密
着
型
公
共
事
業
の
拡
充
を

【
問
】
生
活
密
着
型
公
共
事
業
は
、

雇
用
の
創
出
、
区
内
産
業
の
活
性
化

に
繋
が
る
。
地
域
密
着
の
生
活
福
祉

型
公
共
事
業
を
重
点
に
し
、
拡
充
す

る
こ
と
が
必
要
だ
が
ど
う
か
。

【
政
策
経
営
】
公
共
事
業
に
つ
い
て

は
、
中
期
財
政
計
画
等
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
認
可

保
育
所
の
整
備
等
緊
急
性
の
あ
る
事

業
は
、
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

花
畑
団
地
「
再
生
計
画
」
に
つ
い
て

【
問
】
花
畑
団
地
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

設
置
を
Ｕ
Ｒ
（
都
市
再
生
機
構
）
に

要
望
す
る
と
と
も
に
、
居
住
者
の
減

少
に
よ
り
居
住
者
の
日
常
生
活
が
損

な
わ
れ
て
い
る
が
、
住
宅
困
窮
者
の

住
宅
確
保
の
た
め
に
も
、
新
規
募
集

の
実
施
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
集
会
所
を
整
え
、
単

身
高
齢
者
等
が
安
心
し
て
住
め
る
対

策
を
講
じ
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

日
暮
里
・
舎
人
ラ
イ
ナ
ー
駅
周
辺
の

駐
輪
場
整
備
を

【
問
】
ラ
イ
ナ
ー
駅
周
辺
の
駐
輪
場

整
備
は
行
政
が
取
り
組
む
べ
き
。
特

に
利
用
率

�00
％
を
超
え
て
い
る
谷
在

家
駅
西
側
、
西
新
井
大
師
西
駅
、
扇

大
橋
駅
東
側
は
、
い
つ
ま
で
に
何
台

分
駐
輪
場
を
整
備
す
る
の
か
。

【
土
木
】
谷
在
家
駅
西
側
は
、
東
側

の
民
営
自
転
車
駐
車
場
へ
の
誘
導
を

図
る
等
、
民
営
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
検
討
す
る
。
西
新
井
大
師
西

駅
は
、
平
成
22
年
度
を
目
途
に
設
置

を
進
め
て
い
く
。
扇
大
橋
駅
東
側
は
、

民
営
誘
致
を
働
き
か
け
る
。

新
田
地
域
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を

【
問
】
新
田
地
域
に
お
け
る
は
る
か

ぜ
開
通
は
、
か
ね
て
か
ら
新
田
地
域

住
民
の
願
い
で
あ
る
。
昨
年
区
は
、

循
環
バ
ス
の
延
伸
を
事
業
者
に
要
望

す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
、
そ
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。

【
土
木
】
北
千
住
駅
か
ら
小
台
・
宮

城
循
環
路
線
を
新
田
地
域
ま
で
延
伸

す
る
よ
う
交
通
懇
話
会
で
事
業
者
に

要
望
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き
続
き

強
く
バ
ス
事
業
者
に
要
望
し
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
対
策
の
充
実
を

【
問
】
ひ
き
こ
も
り
予
防
策
と
し
て

学
校
等
と
連
携
し
、
早
期
発
見
・
対

策
に
努
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

ま
た
、
保
護
者
の
ひ
き
こ
も
り
に

対
す
る
理
解
の
向
上
と
支
援
を
強
化

す
べ
き
だ
が
、
併
せ
て
伺
う
。

【
産
業
経
済
】
区
及
び
ひ
き
こ
も
り

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
運
営
N
P
O

と
、
学
校
等
と
の
連
携
が
不
可
欠
と

考
え
る
。
養
護
教
諭
等
と
の
情
報
交

換
、
生
徒
・
保
護
者
へ
の
セ
ミ
ナ
ー
、

民
生
・
児
童
委
員
へ
の
講
演
会
等
を

実
施
し
、
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
今
年
度
は
家
族
向
け
の
配

布
物
を
検
討
し
、
来
年
度
は
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
へ
の
講
演
会
実
施
を
さ
ら
に

拡
充
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

盗
難
・
放
置
自
転
車
を
減
ら
し
、
安

全
な
街
づ
く
り
を

【
問
】
放
置
自
転
車
を
減
ら
す
た
め

に
、
区
が
独
自
で
駐
輪
場
等
の
整
備

を
す
る
だ
け
で
な
く
、
駅
周
辺
の
民

間
企
業
等
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、

ラ
ッ
ク
式
の
有
料
駐
輪
場
を
設
置
す

る
等
の
対
策
は
と
れ
な
い
か
。

【
土
木
】
店
舗
等
の
ラ
ッ
ク
式
有
料

自
転
車
駐
車
場
は
、
放
置
自
転
車
対

策
と
し
て
有
効
で
あ
る
。
今
後
も
民

間
企
業
に
働
き
か
け
て
い
く
。

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
平
日
毎
日
実

施
の
実
現
を

【
都
市
整
備
】
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
は
、

Ｕ
Ｒ
が
設
置
す
る
方
針
で
あ
り
、
居

住
者
が
継
続
管
理
区
域
へ
移
転
後
、

順
次
空
き
家
募
集
を
行
う
と
聞
く
。

　

ま
た
、
ミ
ニ
集
会
所
の
整
備
等
に

つ
い
て
は
、
居
住
者
の
意
見
を
十
分

に
聞
き
丁
寧
に
対
応
す
る
よ
う
、
Ｕ

Ｒ
に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

い
ま
こ
そ
子
育
て
、
障
が
い
者
、

　

若
者
、
高
齢
者
支
援
を
本
格
的
に

地
域
に
密
着
し
た

生
活
福
祉
型
の
雇
用
と
仕
事
確
保
を

子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
に

安
心
・
安
全
な
足
立
区
を
目
指
し
て
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